
発信側の正規化

この章では、発信側の正規化機能について説明します。発信側の正規化によって、発信者番号の

表示を国際標準化国番号などのプレフィックスを含むグローバル化されたバージョンに再形式化

したり、発信者番号を着信側の電話に表示するローカライズ版にローカライズしたりできます。

• 発信側の正規化の概要, 1 ページ

• 発信側の正規化の前提条件, 2 ページ

• 発信側の正規化の設定タスクフロー, 3 ページ

• 発信側の正規化の連携動作と制約事項, 8 ページ

発信側の正規化の概要
発信側の正規化によって、電話番号のグローバル化とローカライズが可能になるため、電話に適

切な表現で発信側が表示されます。発信側の正規化は、一部の電話のダイヤル機能を拡張し、コー

ルが複数の地理的場所にルーティングされたときのコールバック機能を改善します。この機能に

よって、グローバル発信者番号をローカライズされた番号にマッピングできるため、電話は電話

の通話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更することなく、コールバックできます。

発信者番号のグローバリゼーション

Cisco Unified CMの管理で [発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]とプレフィックスを
設定することで、着信側の電話に表示する発信者電話番号を、（国際国番号などのプレフィック

スを含むグローバル化バージョンに）再フォーマットするように Cisco Unified Communications
Managerを設定できます。それによって、世界中のどこからでもその番号をダイヤルできます。

Cisco Unified Communications Managerは、[発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]の値
とともにルートパターンやトランスレーションパターンなどのさまざまな番号パターンを使用し

て、電話番号をグローバル化できます。たとえば、Cisco Unified Communications Managerは、サ
ブスクライバ発信者番号タイプのローカライズされたドイツの電話番号 069XXXXXXXを、ドイ
ツの国番号と都市コードを含む +49 40 69XXXXXXXにグローバル化するように設定できます。
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複数の地理的場所にルーティングされるコールの場合、各ルーティングパスに適用される異なる

トランスレーション設定によって、発信者番号は各コールパスで一意にグローバル化できます。

Cisco Unified Communications Managerでは、電話でローカライズされた発信者番号を電話画面に
表示し、グローバル化された番号を電話の通話履歴ディレクトリに表示するように設定すること

もできます。電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエントリを編

集する必要がないようにするため、グローバル発信者番号をそのローカルバージョンにマッピン

グします。

発信者番号のローカリゼーション

発信者番号の最終表示用に、発信者番号タイプ（国内、国際、サブスクライバ、不明）ごとに発

信側トランスフォーメーションパターンを設定し、そのコールの発信者番号タイプに固有のスト

リップ桁数とプレフィックスの手順を適用できます。これによって、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、着信側の電話に表示される発信者番号が不要な国コードや国際アクセスコードを含
まないローカライズされた番号となるように、発信者番号を再フォーマットできます。

たとえば、PSTNから到着した着信番号が、グローバル化された番号+494069XXXXXXXで（+49
が国番号、40が都市コードを表す）、発信者番号タイプがサブスクライバであるとします。Cisco
Unified Communications Managerには、国番号、都市コードを取り除き、プレフィックス 0を追加
する手順とともに、発信側のトランスフォーメーションパターンを設定できます。手順が適用さ

れた後、発信者番号はダイヤルされた電話に 069XXXXXXXとして表示されます。

グローバル化された発信者番号のローカライズバージョンへのマッピング

電話ユーザがコールを発信する前に、電話の通話履歴ディレクトリのエントリを編集する必要が

ないようにするため、ルートパターンと着信側トランスフォーメーションパターンを使用して、

グローバル発信者番号をローカライズされたバージョンにマッピングできます。これによって、

着信側がコールを返す場合に、Cisco Unified Communications Managerは確実に正しいゲートウェ
イにコールをルーティングできます。

グローバル発信者番号のマッピングによって、コールバック機能が改善され、着信側は電話の通

話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更する必要なく、コールバックできます。

発信側の正規化の前提条件
発信側の標準化を設定する前に、Cisco Unified Serviceabilityで Cisco CallManagerサービスをアク
ティブにしてください。詳細については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参
照してください。

Cisco Unified Communications Managerに発信者番号タイプを判別させるには、想定するコールに
一致する [発信者番号タイプ（Calling Party Number Type）]値を割り当てるパターンを設定しま
す。次の設定ウィンドウでパターンを作成して適用できます。

•ルートパターン

•ハントパイロット

•トランスレーションパターン
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•発信者番号のトランスレーションパターン

発信者番号のトランスレーションは、元の発信者を使用する場合のみ機能します。転送番号へ

の変更は、転送ヘッダーにのみ影響を及ぼします。SIPトランクの章の設定を確認し、SIPト
ランク自体に転送ヘッダーを追加します。

（注）

発信側の正規化の設定タスクフロー
発信側の正規化のプレフィックスおよび削除桁数ルールは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
でさまざまな方法で適用できます。たとえば、デバイスプール、ルートパターン、トランスレー

ションパターン、ハントパイロット、ゲートウェイ、およびトランクに桁数の変換を適用できま

す。桁数の変換を適用する方法は、ダイヤルプラン、デバイス、およびトランクの導入方法に応

じて変わります。詳細については、ダイヤルプラン、ルートパターン、トランスレーションパ

ターン、およびトランスフォーメーションパターンに関連するトピックを参照してください。

はじめる前に

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CommunicationsManagerで発信
者番号タイプを決定する場合は、パターン

ステップ 1   

を作成して、予測されるコールと一致する

発信者番号タイプを設定します。次の設定

ウィンドウで、パターンを作成して適用で

きます。

•ルートパターン

•ハントパイロット

•トランスレーションパターン

•発信者番号トランスフォーメーション
パターン

PSTNを介した着信コールについて
は、発信者番号をグローバル化する設

定を実行します。

発信側番号のグローバル化, （4ページ）ステップ 2   

パーティションとコーリングサーチ

スペースを設定します。

コーリングサーチスペースの設定, （5
ページ）

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

発信者番号をグローバル化またはロー

カライズされたバージョンに変換して

発信側トランスフォーメーションパターン

の作成, （5ページ）
ステップ 4   

各パターンをパーティションに割り当

てる、発呼側トランスフォーメーショ

ンパターンを作成します。

デバイスプール、ゲートウェイ、ト

ランクなどのデバイスに発着信側トラ

コーリングサーチスペースへの発信側トラ

ンスフォーメーションパターンの適用, （
6ページ）

ステップ 5   

ンスフォーメーション CSSを適用し
ます。

発信側番号のグローバル化

PSTN経由で到達する着信コールの場合は、発信者番号をグローバル化する設定を行います。発信
者番号をグローバル化し、それをデバイスプールまたは個々のデバイスに適用する設定できま

す。また、クラスタ全体に、発信者番号の正規化設定を適用するサービスパラメータを設定でき

ます。

発信者番号をグローバル化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 発信者番号の正規化設定を特定のデバイスに適用するには、次の手順を実行します。

a) 設定を適用するデバイスの設定ウィンドウを開きます。たとえば、デバイスプール、ゲート
ウェイ、電話、トランクです。

b) 設定ウィンドウの着信発呼者設定セクションで、各発信者番号タイプのプレフィックスおよび
strip digitの指示を適用します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、コール転送、コールパーク、ボイスメッ
セージング、CDRデータなどの補足サービスのような、すべての追加アクションの
発信者番号フィールドにプレフィックスが含まれます。

（注）

ステップ 2 サービスパラメータを使用して、クラスタ全体のすべてのデバイスの発信者番号をグローバル化

する場合には、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified CMの管理から、[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスを実行するサーバを選択します。
c) [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。
d) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
e) 以下のパラメータの値を設定します。この値は、クラスタ全体から電話、MGCPゲートウェ
イ、H.323ゲートウェイに適用できます。
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• [着信発呼者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）]

• [着信発呼者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]

• [発呼側の不明な着信番号プレフィックス（Incoming Calling Party Unknown Number Prefix）]

• [着信発呼者の加入者番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number Prefix）]

Cisco Unified Communications Managerで、特定の電話のクラスタ全体のサービスパラ
メータ設定を適用するには、デバイスとデバイスプールレベルの両方で、その電話の

プリフィックス設定をデフォルトオプションに設定する必要があります。

（注）

次の作業

コーリングサーチスペースの設定, （5ページ）

コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースを設定して発信側の正規化機能を処理する場合は、次の手順を使用し

ます。

はじめる前に

発信側番号のグローバル化, （4ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class
of Control）] > [パーティション（Partitions）]の順に選択します。

ステップ 2 ネットワークのパーティションを作成します。

ステップ 3 CiscoUnifiedCMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class
of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]の順に選択します。

ステップ 4 発呼側トランスフォーメーションパターンのコーリングサーチスペースを作成します。

ステップ 5 コーリングサーチスペースごとに、パーティションをコーリングサーチスペースに割り当てま

す。

次の作業

発信側トランスフォーメーションパターンの作成, （5ページ）

発信側トランスフォーメーションパターンの作成

発信側の正規化機能を処理するために発信側トランスフォーメーションパターンを設定している

場合、次の手順を使用します。
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はじめる前に

コーリングサーチスペースの設定, （5ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスフォーメーション
パターン（Transformation Pattern）] > [発信側トランスフォーメーションパターン（Calling Party
Transformation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 トランスフォーメーションパターンを作成します。

ステップ 3 作成する発信側トランスフォーメーションパターンそれぞれには、発信側番号を国際対応または

国内対応するために、先頭に付加または除外している番号コマンドを割り当てます。

ステップ 4 それぞれの発信側トランスフォーメーションパターンには、コーリングサーチスペースの 1つ
に関連付けられているパーティションを割り当てます。

次の作業

コーリングサーチスペースへの発信側トランスフォーメーションパターンの適用, （6ページ）

コーリングサーチスペースへの発信側トランスフォーメーションパ

ターンの適用

デバイスプール、ゲートウェイ、トランクなどのデバイスに、着信する発信側トランスフォー

メーション CSSを割り当てます。

はじめる前に

発信側トランスフォーメーションパターンの作成, （5ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]で、発信側トランスフォーメーショ
ンを適用するデバイスに該当する設定ウィンドウを選択します。

•ゲートウェイ

•トランク

• Device Pools

ステップ 2 発信者番号をローカライズするには、[コーリングサーチスペース（CallingSearchSpace）]ドロッ
プダウンリストボックスで、適用する発信側トランスレーションパターンを含む CSSを選択し
ます。
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デバイスプールに対して CSSを設定する場合、電話機にもそのデバイスプールを適用
する必要があります。

（注）

ステップ 3 発信者番号をグローバル化するには、[着信の発信者番号設定（Incoming Calling Party Settings）]
セクションで、適用する発信側トランスレーションパターンを含むコーリングサーチスペース

を選択します。

発信側の正規化サービスパラメータの例

次のサービスパラメータは、電話、MGCPゲートウェイ、または H.323ゲートウェイの基盤とな
るクラスタ全体に適用できます。特定のデバイスでクラスタ全体のパラメータが使用されるよう

にするには、デバイス設定のプレフィックスをデフォルトの :に設定する必要があります。

•着信発呼者の国内番号プレフィックス（Incoming Calling Party National Number Prefix）

• [着信発呼者の国際番号プレフィックス（Incoming Calling Party International Number Prefix）]

• [発呼側の不明な着信番号プレフィックス（Incoming Calling Party Unknown Number Prefix）]

•着信発呼者のサブスクライバ番号プレフィックス（Incoming Calling Party Subscriber Number
Prefix）

次の表に、プレフィックスとストリップの桁数の設定例と、発信者番号の表示を変換するために

これらの値をどのように使用できるかを示します。サービスパラメータの設定では、コロンの後

の番号が発信者番号の先頭から取り除く桁数を表し、コロンの前の数字は発信者番号の先頭に追

加されるプレフィックスを表します。

表 1：発信側番号の正規化サービスパラメータの例

最終的な発信者番号説明[サービスパラメータ
値（Service
Parameter Value）]

元の発信者番号

+4423452345先頭 1桁を取り除き、プ
レフィックスとして +を
追加します

+:104423452345

423452345先頭 2桁を取り除きます:204423452345

+1先頭 6桁を取り除き、プ
レフィックスとして +1
を追加します

+1:6552345
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最終的な発信者番号説明[サービスパラメータ
値（Service
Parameter Value）]

元の発信者番号

使用可能な桁数より多く

の桁数が取り除かれるた

め、最終的な番号は空白

になります

+1:8552345

123552345プレフィックスとして

123を追加します
123552345

空白発信者番号が空白の場

合、プレフィックスは適

用されません

+1:2空白

Cisco Unified
Communications
Managerでは、この設
定は許可されません

発信者番号の正規化で取

り除くことができる桁数

は、24桁のみです

:260442345

発信側の正規化の連携動作と制約事項

発信側の正規化の連携動作

次の表は、発信側の正規化機能と連携動作する機能について説明しています。

データのやり取り機能

転送機能がミッドコール更新に依存しており、発信側の正規化は各

コールホップの初期コールセットアップ時に実行されるため、一部

の転送されたコールのシナリオでは発信側の正規化がサポートされ

ていない場合があります。以下に、発信側の正規化が転送のために

どのように動作するかについて、一例を示します。

内線番号が 12345で電話番号が 972 500 2345の電話 Aが、内線番号
が 54321で電話番号が 972 500 4321の電話Bにコールを発信します。
電話Bでは、発信者番号12345が表示されますが、電話Bはそのコー
ルをサンノゼのゲートウェイ経由で電話 Cに転送します。初期転送
時に、電話 Cには発信者番号 972 500 4321が表示されますが、転送
の完了後は、電話 Cには 12345として電話 Aの発信者番号が表示さ
れます。

転送コール（Transferred
Calls）
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データのやり取り機能

転送されたコールは、発信者番号のグローバリゼーションとローカ

リゼーションをサポートします。たとえば、電話Fの発信者がPSTN
経由でダラスの電話 Gにコールを発信しますが、電話 Gはサンノゼ
の電話 Hにコールを転送します。着信したダラスのゲートウェイで
は、555-5555/Subscriberとして発信者番号が表示されますが、コール
はサンノゼのゲートウェイに転送されます。ダラスからの発信コー

ルは、9725555555として表示されます。着信したサンノゼのゲート
ウェイでは、+1がプレフィックスとして付加され、電話 Fには発信
者番号として +1 972 555 5555が表示されます。

転送されたコール

発信側の正規化がCDRレコードと連携動作する方法の詳細について
は、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records
Administration Guide』を参照してください。

コール詳細レコード

発信側の正規化機能が設定されている場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantはローカライズされたコールとグ
ローバル化されたコールを自動的にサポートします。Cisco Unified
CommunicationsManagerAssistantは、ユーザインターフェイスにロー
カライズされた発信者番号を表示できます。また、マネージャ宛て

の着信コールでは、フィルタパターンに一致する場合に、CiscoUnified
CommunicationsManagerAssistantはローカライズされた発信者番号と
グローバル化された発信者番号を表示できます。Cisco Unified
Communications Manager Assistantの設定方法の詳細については、
『Feature ConfigurationGuide for CiscoUnifiedCommunicationsManager』
を参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

Cisco Unified
Communications Manager
Assistant
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データのやり取り機能

Cisco Unity Connectionは、国際番号用エスケープ文字（+）をサポー
トしていません。そのため、ボイスメッセージング機能が予期した

とおり動作するように、Cisco Unity Connectionへのコールに +が含
まれていないことを確認する必要があります。

CiscoUnityConnectionを予期したとおりに動作させるために、このア
プリケーションをデバイスとして扱い、+がこのボイスメッセージン
グアプリケーションに送信されないようにする発信側トランスフォー

メーションを設定します。CiscoUnityConnectionサーバが北米ベース
のダイヤルプランを使用する場合は、Cisco Unity Connectionが発信
者番号を受信する前に、発信者番号を NANP形式にローカライズし
ます。発信側トランスフォーメーションオプションは、ボイスメッ

セージングポートの Cisco Unified Communications Managerの管理に
は存在しないため、必ず、ボイスメッセージングポートに関連付け

られたデバイスプールに発信者番号トランスフォーメーションを設

定してください。発信者番号をローカライズするには、ボイスメッ

セージングアプリケーションが、ライブ応答などの特定の機能の番

号を簡単にリダイヤルできるように、アクセスコードのプレフィッ

クスを追加することも検討します。たとえば、+12225551234を
912225551234に変換できます。さらに、国際番号 +4423453456を国
際番号用エスケープコードを含めて 90114423453456に変換できま
す。

Cisco Unity Connection

ローミングデバイスプールの発信側トランスフォーメーション CSS
は、電話の設定ウィンドウの[デバイスプールの発信側トランスフォー
メーション CSSを使用（Use Device Pool Calling Party Transformation
CSS）]チェックボックスがオフのままの場合でも、同じデバイスモ
ビリティグループ内でローミングしている電話のデバイスレベルの

設定をオーバーライドします。

次の例は、発信側の正規化が、現在サンノゼ内でローミングしてお

り、ダラスをホームの場所としている電話のデバイスモビリティと

どのように連携動作するかを示しています。

電話がサンノゼ内でローミングしている場合、コールはダラス内の

972 500 1212 <National>から PSTNを経由します。着信したサンノゼ
のゲートウェイで、発信者番号はグローバル形式の + 1 408 500 1212
に変換されます。現在サンノゼ内にある電話では、発信者番号は 1
972 500 1212として表示されます。

電話がサンノゼ内でローミングしている場合、コールはサンノゼの

7桁のダイヤリングエリアの 500 1212 <Subscriber>から PSTNを経由
します。着信したサンノゼのゲートウェイで、発信者番号はグロー

バル形式の + 1 408 500 1212に変換されます。現在サンノゼ内にある
電話では、発信者番号が 9 500 1212として表示されます。

デバイスモビリティ
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発信側の正規化の制約事項

次の表に、Calling Party Normalization機能が特定の機能に持つ制約事項と、Cisco Unified
Communications Managerのシステムコンポーネントを示します。

表 2：Calling Party Normalization の制約事項

制約事項機能

共有回線を表示する発信側番号は、CiscoUnifiedCommunications
Managerのコール制御イベントのシーケンスに依存します。共
有回線上で不適切にローカライズされた発信者番号が表示され

ることを避けるには、特に共有回線が地理的に異なる場所で発

生する場合、同じ回線を共有するさまざまなデバイスで同じ発

呼側トランスフォーメーション CSSを設定してください。

共有回線

SIPトランクとMGCPゲートウェイは、コールへの国際エスケー
プ文字（+）の送信をサポートします。H.323ゲートウェイは +
をサポートしていません。QSIGトランクは、+の送信を試みま
せん。+をサポートするゲートウェイを通じた発信コールでは、
CiscoUnified CommunicationsManagerが +とダイヤル番号をゲー
トウェイに送信できます。+をサポートしないゲートウェイか
らの発信コールでは、Cisco Unified Communications Managerが
コール情報をゲートウェイに送信したときに、国際エスケープ

文字 +は削除されます。

SIPトランクとMGCPゲート
ウェイ

SIPは番号タイプをサポートしないため、SIPトランク経由の
コールは、発信側番号の種類が不明（Unknown）である [着信番
号（Incoming Number）]設定のみをサポートします。

SIP

QSIG設定は通常、同一のダイヤルプランをサポートします。
QSIGを使用している場合、番号やプレフィックスの変換は、
機能のインタラクションの問題を引き起こす可能性があります。

QSIG

発信者番号をローカライズするには、デバイスは番号分析を使

用してトランスフォーメーションを適用する必要があります。

[発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party
Transformation CSS）]を [なし（None）]に設定した場合、変換
は一致せず、適用されません。[発呼側トランスフォーメーショ
ンパターン（Calling Party Transformation Pattern）]は、必ず、
ルーティングに使用されていないNull以外のパーティションに
設定してください。

[発呼側トランスフォーメーショ
ンCSS（Calling Party
Transformation CSS）]

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
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制約事項機能

発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party
Transformation CSS）設定は、ゲートウェイ上のT1-CASと FXO
ポートには適用されません。

T1-CASポートと FXOポート

CiscoUnityConnectionは、国際エスケープ文字（+）をサポート
していません。従って、ボイスメッセージング機能が期待どお

りに動作するように、Cisco Unity Connectionへのコールに +が
含まれていないことを確認する必要があります。

Cisco Unity Connectionの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unity-connection/index.html
をご覧ください。

Cisco Unity Connection
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